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●とき：2月13日（金）ごご6：30～夜9：15

●ところ：市民研修センター　参加者44名

●テーマ：「財政再建計画」から「財政再生計画」へ

●講師：夕張市地域再生推進室長　畑山栄介さん

…用意された資料に基づき講師が1時間をかけて説明、休憩はさんで質疑応

答、要望・意見と2時間半にわたる初の学習会は疲れました。テーマがテーマ

だけに難しい～？分かりに

くい？　ということが分かりま

した。まず行政用語、専門

用語について基本から勉強

しないとダメですね。

例えばこんな用語→赤字比

率、標準財政規模、実質収

支赤字、健全化判断比率、

連結実質赤字比率、公債

費比率、再生振替特例債…

等々、画数の多い漢字ばか

りで理解するほうが無理。

といっても、夕張に住む私た

ちの現在と未来に関わる重

い計画を作る「語」なのです。粘り強くあきらめないで、分かるまで分かろうとし

なければいけない、と思いました。第1回目の学習会に参加して、疲れとともに

痛感した次第です。

再建計画から再生計画になる全体像を、私たち市民が作り上げるにどうすれば

いいのか。土台、基礎、骨格、肉付け、仕上げ、塗装etc－いい家は業者任せ

大工さん任せでは建たない。施工主がしっかり手を出し口を出して作りたい。

Q財政再生計画は財政再健計画の内容に沿うよう、法で明言己されているのか？

A再建計画から再生計画への移行という状況は夕張市だけであり、法律上、再

建計画を踏襲せよとは明記されていない。しかし、財政健全化の法の趣旨から

既存の再建計画をベースに必要に応じ新たな事項について見直しをかける。

Q353億円の返済の見通し、計画の実現性は？

A H19約15億、H20約11億円赤字を解消して赤字額は327億円に減る。H22

以降は発行が可能とされる再生振替特例俵で年度ごとの平準化の可能性はあ

る。国の措置を含め適宜協議する。

Q再生計画にビジョンはないのか？

Aお年寄りや子どもへの配慮を軸に一定の理念や施策の盛り込みはあるが、総合計

画的な反映はむずかしい。

Q将来にわたる負担配分の公平性は？

A地方自治体は住民の出入りがオープン。残った人が負担ということではある。その

時々の状況に応じて市民の意見を聞きながら随時考える。

Q見送られた債務調整について

A国の地方財政計画等により制度上、地方自治体の財政運営が担保されており、債務

調整という制度はない。財政運営上、個別に問題あれば国・道と話し合う。

●また住民懇談会を開いても市民の声が届かないのではないか？

○財政運営は、返済優先である。益々行政サービスが低下するのでは？

●増田元総務大臣も国に責任がないとは言えない、と言っている。道個にも責任が

あるのに市だけが責任を負うのは理不尽だ。

○そもそも申請主義のシステムに問題があったのでは。再建計画は実際、道が作って

いる。市民の声が反映されていない。

●生活館は町内会で管理しているが、限界がある。出来なくなった時どうするか？

A大きな維持修繕が必要な時、市民の意見を聞きながら地域の状況を見て検討。

○財政再建計画はお年寄りと子どもに配慮しているというが、生かされているのか？

A相対的には配慮しており、一部復活したものもある。

●真に住民の声を反映させるために、計画に参画するシステムがほしい。

○再建、再生どちらの計画も、内容を理解するには難易度が高過ぎる。難しいことを

噛み砕いて知らしめる努力を。　　　　（文責＝ゆうぼり再生市民会議事務局）
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卒園式、卒業式～晴れるといいですね。（卒園、卒業のお子さん何人でしょう？）

◇新夕張・清陵・沼ノ沢・紅葉山保育園　3月21日（土）緑ヶ丘3月28日（土）

◆ユーパロ幼稚園　3月15日（日）

◇夕張小・若菜中央小・清水沢′ト緑／ト　3月18日（水）

◆のぞみ′ト・滝の上小　3月19日（木）

◇千代田中・清水沢中・緑陽中　3月13日（金）

◆夕張高等学校　3月1日（日）夕張高等養護学校　3月24日（火）

♯彪錯依家カなり＋　その′

アタックに明日を〝レシーブに今日を〝“一球入魂’’
、　　小、一一ン〉＝′一斗

■

菅　　　≧

■、－　　　“・－」㌦ト一一　‥

9時開始★ところ：夕張文化スポー完這二世』も

♯腰掛穿力を少＋　その∬

アカデミー賞外国語映画賞受賞の快挙　日本アカデミー賞10

・★3月29日（日）午後1時　ゆうぼり市民会館大ホール

★　　30日（月）午後6時　シネサロン

★　31日（火）午後1時　シネサロン

★　　　〝　　午後6時　シネサロン

会責　会員1，000円　一般1，200円　小中高生500円

閉ヤ、合わせ→56－6011ゆうぼりキネマ・クラブ事務局へ

とき◎3月6日（金）午後6時～

ところ◎市民研修センター■（清水沢宮前町）

主催◎舶ヒ海道まちづくり促進協会／夕張市

北海道まちづくり協会が自主研究した研究レポートの概要を説明し、意見交

換を行います。興味のある方はぜひ参加ください。

とき◆3月7日（土）午後1時30分～17時

ところ◆市民研修センター（清水沢宮前町）

主催◆肝0法人ワーカーズコ∵プ

・基調報告～夕張市における高齢福祉調査から見える現状と課題

「高齢者と共生のまちづくり再生研究委員会」より報告

・パネルディスカッション

軌、合わせ→59－7679ワーカーズコープタ

ゆうぼり再生市民会練事務局（市地域再生グノレープ） Te152－3141


